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左後方の国道３号線天神町交差点から新古賀病院方向（手前）へ抜ける市道
架線柱③の撤去や角地購入に伴うビルの解体で国道３号線からの見通しが開けま
した。NTT 柱④⑤は角地の敷地内に移設の予定です。

2

1

新古賀病院が右後方に見える天神公園（右）東側の市道
架線柱①とともに架線柱②もなくなったことで、クモの巣状態だったケーブル線が少
なくなり、青空が開けました。

1

天神公園（右）と新古賀病院（左後方）の間を抜ける市道
架線柱①が市道にせり出して救急車の離合ができませんでしたが、歩行者もゆった
り通行できるようになりました。

　

２
０
１
０
年
11
月
ま
で
に

撤
去
し
た
架
線
柱
は
、
２
０

０
６
年
９
月
と
２
０
０
９
年

９
月
に
行
っ
た
新
古
賀
ク
リ

ニ
ッ
ク
西
側
の
市
道
沿
い
に
埋
設
さ
れ
て
い

た
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
架
線
柱
各
１
本
を
は
じ
め
、
ク

リ
ニ
ッ
ク
東
側
の
市
道
沿
い
に
埋
設
さ
れ
て

い
た
テ
レ
ビ
電
波
ビ
ル
障
害
対
策
用
の
架
線

柱
９
本
、
国
道
３
号
線
の
天
神
町
交
差
点
か

ら
新
古
賀
病
院
前
に
抜
け
る
市
道
沿
い
に
埋

設
さ
れ
て
い
た
同
架
線
柱
６
本
の
計
17
本
に

達
し
ま
す
。撤
去
費
用
は
も
ち
ろ
ん
、九
州
電

力
や
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
架
線
柱
に
テ
レ
ビ
電
波
ビ
ル

障
害
対
策
用
ケ
ー
ブ
ル
を
架
け
さ
せ
て
も
ら

う
た
め
の
共
架
料
も
医
療
法
人
天
神
会
が
負

担
し
て
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
医
療
法
人
天
神
会
の
関
連
企
業
が

国
道
３
号
線
天
神
町
交
差
点
の
角
地
を
購

入
し
ま
し
た
が
、
通
行
の
障
害
に
な
っ
て
い

る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
架
線
柱
２
本
を
医
療
法
人
天

神
会
の
費
用
で
角
地
の
敷
地
内
に
移
設
す

る
予
定
で
す
。敷
地
内
に
は
２
０
１
０
年
９

月
、
新
古
賀
病
院
と
新
古
賀
ク
リ
ニ
ッ
ク
へ

の
案
内
看
板（
縦
２
㍍
、
横
２
・
５
㍍
）も
設

置
し
ま
し
た
。

通行障害の架線柱17本撤去

Ｎ
Ｔ
Ｔ
柱
２
本
も
移
設
予
定

国道３号線沿いに案内看板設置

国道３号線天神町交差点角に設置された案内看板

1

天
神
会

理事長   古賀伸彦
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新古賀病院
シャトルバス
のりば

シャトルバス
のりば

身障者専用
駐車場

公　園公　園

立
体
駐
車
場

　

医
療
法
人
天
神
会
で
は
、
２
０
１

０
年
９
月
末
か
ら
新
古
賀
病
院
東

側
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
乗
り
場
南
側

に
身
障
者
専
用
の
駐
車
場
を
新
設

し
ま
し
た
。８
台
分
を
ご
用
意
し
て

い
ま
す
の
で
、ご
利
用
下
さ
い
。

　

身
障
者
専
用
の
駐
車
場
は
、
新
古

賀
病
院
西
側
の
立
体
駐
車
場
１
階

に
９
台
分
を
常
設
し
て
い
ま
す

が
、
新
古
賀
病
院
や
新
古
賀
ク
リ

ニ
ッ
ク
に
通
院
さ
れ
て
い
る
患
者

さ
ん
ら
か
ら
「
も
っ
と
増
や
し
て

ほ
し
い
」と
の
ご
要
望
を
受
け
、
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
「
わ
か
く

さ
」
な
ど
の
業
務
用
車
駐
車
場

だ
っ
た
ス
ペ
ー
ス
を
開
放
し
て

新
設
し
ま
し
た
。

身障者専用駐車場８台分を新設

イ
・
ポ
リ
ソ
フ
会
長
ら
に
は
Ｐ
Ｅ
Ｔ
画
像

診
断
セ
ン
タ
ー
で
Ｐ
Ｅ
Ｔ
総
合
健
診
を
受

け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。Ｐ
Ｅ
Ｔ
総
合
健

診
は
来
春
に
は
韓
国
か
ら
の
集
団
受
診
も

予
定
さ
れ
、
今
後
の
国
際
化
に
期
待
し
て

い
ま
す
。

　

新
古
賀
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
、
健
康
管
理

セ
ン
タ
ー
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
た

男
女
別
専
用
フ
ロ
ア
へ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

が
地
域
住
民
の
皆
様
に
浸
透
し
、
健
診
・

人
間
ド
ッ
ク
の
受
診
者
が
急
増
し
た
１
年

で
し
た
。来
春
に
は
糖
尿
病
セ
ン
タ
ー
を

オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
で
す
。

　

新
た
な
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
医
療

法
人
天
神
会
で
は
今
後
と
も
、
真
の「
患
者

さ
ん
中
心
の
医
療
」
を
目
指
し
て
い
き
た

　

２
０
１
０
年
も
残
す
と
こ
ろ
わ
ず
か
な

日
々
と
な
り
ま
し
た
。今
年
は
各
地
で
猛

暑
と
な
る
異
常
気
象
が
続
き
、
宮
崎
県
で

は
家
畜
の
伝
染
病
・
口
蹄
疫
が
拡
大
し
ま

し
た
。日
中
関
係
を
根
底
か
ら
揺
さ
ぶ
り

か
ね
な
い
尖
閣
諸
島
問
題
も
起
き
ま
し
た

が
、
南
米
チ
リ
落
盤
事
故
の
全
員
救
出
や

小
惑
星
探
査
機
「
は
や
ぶ
さ
」
帰
還
な
ど
の

心
温
ま
る
出
来
事
も
あ
っ

た
１
年
で
し
た
。

　

医
療
法
人
天
神
会
で
は

今
年
４
月
、
新
古
賀
病
院

が「
地
域
医
療
支
援
病
院
」

と
し
て
福
岡
県
知
事
か
ら

の
ご
承
認
を
い
た
だ
き
、

「
医
師
同
士
の
顔
が
見
え

る
連
携
を
」
と
地
域
医
療

機
関
の
先
生
方
を
お
招
き

し
た
「
地
域
医
療
セ
ミ
ナ
ー
」
も
開
催
い
た

し
ま
し
た
。さ
ら
な
る
地
域
医
療
機
関
と

の
連
携
を
深
め
、
地
域
完
結
型
医
療
を
担

う
中
核
病
院
と
し
て
の
機
能
を
高
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

古
賀
病
院
21
で
は
今
年
11
月
に
ロ
シ
ア

最
大
の
経
済
団
体
で
あ
る
「
オ
ー
ポ
ラ
・

ロ
シ
ア
」代
表
団
の
視
察
を
受
け
、セ
ル
ゲ

い
と
考
え
て
い

ま
す
。よ
く
「
良

心
的
な
医
療
」
が

「
患
者
さ
ん
中
心
の
医
療
」
と
言
わ
れ
、
私

も
長
年
、
そ
の
よ
う
に
考
え
て
も
い
ま
し

た
が
、「
良
心
的
な
医
療
」
は
医
療
従
事
者

の
側
か
ら
の
一
方
的
な
「
思
い
込
み
」
あ
る

　

医
療
法
人
天
神
会
で
は
、
西
鉄
久
留
米
駅
南
側
の
新
古
賀
病
院
と

新
古
賀
ク
リ
ニ
ッ
ク
一
帯
の
市
道
沿
い
に
林
立
し
、
美
観
を
損
な
う

だ
け
で
な
く
、
救
急
車
な
ど
の
車
や
市
民
の
通
行
障
害
に
な
っ
て
い

る
架
線
柱
を
撤
去
す
る
環
境
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

い
は「
押
し
つ
け
」の「
医
療
」に
な
る
こ
と

も
あ
り
、
い
ち
が
い
に「
患
者
さ
ん
中
心
の

医
療
」
と
は
言
え
ま
せ
ん
。真
の
「
患
者
さ

ん
中
心
の
医
療
」を
実
現
す
る
に
は
、
患
者

さ
ん
と
真
に
向
き
合
い
、
理
解
し
、
患
者
さ

ん
の
気
持
ち
に
な
っ
て
、
共
に
歩
み
続
け

る
努
力
が
必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

患
者
さ
ん
中
心
の
医
療
を
目
指
し
て
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―
―
―
循
環
器
内
科
に
紹
介
し

た
患
者
さ
ん
が
、
内
服
薬
剤
の
処

方
が
か
な
り
増
え
て
（
か
か
り
つ

け
医
に
）
帰
っ
て
く
る
こ
と
が
多

い
の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
？

　

循
環
器
疾
患
、
特
に
冠
動
脈
疾
患
の
場

合
、カ
テ
ー
テ
ル
で
治
療
し
た
か
ら
と
い
っ

て
、
そ
の
患
者
さ
ん
に
対
す
る
治
療

が
完
結
し
た
こ
と
に
は
な
り
ま
せ

ん
。動
脈
硬
化
の
危
険
因
子
を
引
き

続
き
積
極
的
に
治
療
す
る
こ
と
で
、

二
度
と
心
臓
発
作
を
起
こ
さ
な
い
よ

う
、
再
発
を
予
防
す
る
事
が
最
も
大

切
な
治
療
と
な
り
ま
す
。カ
テ
ー
テ

ル
治
療
後
の
抗
血
小
板
剤
に
加
え

て
、
高
血
圧
の
治
療
薬
・
糖
代
謝
異

常
へ
の
治
療
薬
・
脂
質
の
管
理
・
尿

酸
の
管
理
な
ど
が
必
須
の
治
療
と

な
っ
て
く
る
た
め
、
結
果
と
し
て
内

服
薬
が
増
加
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

―
―
―
抗
血
小
板
剤
は

い
つ
ま
で
継
続
す
る
必
要
が
あ
る

の
で
し
ょ
う
か
？

　

現
在
、
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
で
使
用
す
る

ス
テ
ン
ト
は
、薬
剤
溶
出
性
ス
テ
ン
ト（
Ｄ

Ｅ
Ｓ
）が
主
流
と
な
っ
て
い
ま
す
。ご
存
知

の
よ
う
に
、
こ
の
Ｄ
Ｅ
Ｓ
は
再
狭
窄
予
防

効
果
が
非
常
に
高
く
有
効
な
も
の
で
す

が
、従
来
型
の
ス
テ
ン
ト
と
異
な
り
、冠
動
脈

内
で
ス
テ
ン
ト
表
面
に
内
膜
が
形
成
さ
れ
に

く
く
、
い
つ
ま
で
も
ス
テ
ン
ト
の
金
属
が
剥

き
出
し
の
状
態
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。こ
の
た
め
、ア
ス
ピ
リ
ン
と
ク
ロ
ピ
ド
グ

レ
ル
と
い
う
２
種
類
の
抗
血
小
板
剤
の
長
期

内
服
に
よ
る
血
栓
閉
塞
の
予
防
が
不
可
欠
と

な
り
ま
す
。１
年
経
過
し
た
時
点
で
ア
ス
ピ

リ
ン
単
剤
へ
の
減
量
が
可
能
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
実
際
は
副
作
用
が
な
け
れ
ば
そ
の

ま
ま
２
種
類
を
継
続
内
服
し
て
い
る
こ
と
が

多
い
よ
う
で
す
。

　

―
―
―
循
環
器
の
患
者
さ
ん
に
Ｐ

Ｐ
Ｉ（
胃
薬
の
プ
ロ
ト
ン
ポ
ン
プ
阻

害
剤
）
の
処
方
が
多
い
の
は
な
ぜ
で

し
ょ
う
か
？

　

抗
血
小
板
剤
、
特
に
ア
ス
ピ
リ
ン
に
は
、
消

化
性
潰
瘍
の
副
作
用
が
か
な
り
の
頻
度
で
発
生

し
ま
す
。米
国
心
臓
病
学
会（ACCF

）、
米
国
消

化
器
学
会（ACG

）、
米
国
心
臓
病
協
会（AH

A

）

の
提
唱
し
て
い
る
エ
キ
ス
パ
ー
ト
コ
ン
セ
ン
サ

ス
で
は
、
抗
血
小
板
薬
の
内
服
が
必
要
な
患
者

さ
ん
は
潰
瘍
の
既
往
が
あ
れ
ば
Ｐ
Ｐ
Ｉ
を
内
服

す
べ
き
、
ま
た
潰
瘍
の
既
往
が
な
く
て
も
60
歳

以
上
、ス
テ
ロ
イ
ド
の
使
用
、GERD

（
胃
食
道
逆

流
症
）
の
症
状
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
に

は
Ｐ
Ｐ
Ｉ
投
与
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。つ
ま
り
、

ほ
と
ん
ど
の
循
環
器
の
患
者
さ
ん
で
は
Ｐ
Ｐ
Ｉ

の
内
服
適
応
と
な
る
わ
け
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
日
本
の
保
険
診
療
で
は

漠
然
と
Ｐ
Ｐ
Ｉ
投
与
を
行
う
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
定
期
的
に
内
視
鏡
検
査
を
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

―
―
―
狭
心
症
の
患
者
さ

ん
へ
硝
酸
剤
（
ニ
ト
ロ
）
の
内

服
処
方
は
必
要
な
の
で
し
ょ

う
か
？

　

最
近
の
報
告
で
は
、
硝
酸
剤
の
耐
性

の
問
題
の
た
め
に
、
長
期
の
硝
酸
剤
内

服
は
勧
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。我
々
は

カ
テ
ー
テ
ル
治
療
後
の
患
者
さ
ん
に

は
一
般
に
必
ず
し
も
硝
酸
剤
の
使
用

は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

硝
酸
剤
の
現
在
の
使
用
方
法
と
し

て
は
、
主
に
冠
動
脈
が
痙
攣
（
け
い
れ

ん
）
し
て
起
こ
る
冠
攣
縮
性
狭
心
症
の

方
や
夜
間
・
明
け
方
の
発
作
の
予
防

の
た
め
、
血
管
拡
張
作
用
が
あ
る
カ
ル

シ
ウ
ム
拮
抗
薬
の
内
服
に
、
睡
眠
前
か

ら
朝
ま
で
の
み
硝
酸
剤
の
テ
ー
プ
剤
（
貼
り

薬
）
を
併
用
す
る
と
い
っ
た
状
況
が
最
も
多

い
使
用
方
法
で
す
。こ
の
時
に
も
日
中
は
使

用
せ
ず
に
夜
間
だ
け
使
用
し
、
極
力
耐
性
を

予
防
す
る
と
い
っ
た
注
意
を
し
て
い
ま
す
。

労
作
性
狭
心
症
の
方
に
は
現
在
、
硝
酸
剤
は

ほ
と
ん
ど
使
用
し
て
い
ま
せ
ん
。

地
域
医
療
セ
ミ
ナ
ー
で
の
質
疑
応
答

■ 地域医療支援病院の仕組み ■■ 地域医療支援病院の仕組み ■

紹　介紹　介

逆紹介逆紹介

地域医療支援病院　新古賀病院地域医療支援病院　新古賀病院

救急医療の提供救急医療の提供

設備の共同利用設備の共同利用入院ベッドの開放入院ベッドの開放

ク
リ
ニ
ッ
ク診療所

地域医療機関地域医療機関

新
古
賀
病
院

3

フォード車からトヨタ車へ最新型の救急車導入
　新古賀病院では 1996 年 4 月
から全国でも珍しい米国フォー
ド社製の救急車を使ってきまし
たが、走行距離が 10 万㌔を超
えたため、2010年 9月から最新
型トヨタ・ハイエースの救急車
（総排気量 2690cc）＝写真＝を
導入しました。新しい救急車は

車長 5.6 ㍍、車幅 1.89 ㍍、車
高 2.5 ㍍で車内が広く、総排気
量 7000cc のディーゼル車で左
仕様だったフォード車に比べて
振動が少なく、ガソリン車で低
燃費です。ストレッチャーにエ
アクッションが装備されるなど
機能的です。

　
「
地
域
医
療
支
援
病
院
」
は
、
地
域
住

民
の
「
か
か
り
つ
け
医
」
で
あ
る
地
域
の

医
療
機
関
を
支
援
し
て
、
二
次
医
療
圏
単

位
で
高
度
の
専
門
外
来
や
入
院
治
療
、
救

急
医
療
な
ど
を
行
い
、
地
域
の
医
療
連
携

と
完
結
型
医
療
の
中
核
を
担
う
病
院
で

す
。
新
古
賀
病
院
で
は
、
地
域
の
医
療
機

関
に
各
種
高
度
医
療
機
器
を
開
放
す
る
と

と
も
に
、
共
同
利
用
の
開
放
病
床
５
床
を

設
け
て
お
り
、
２
０
０
９
年
度
実
績
で
地

域
の
医
療
機
関
か
ら
の
紹
介
率
が
49
・

４
％
、
逆
紹
介
率
が
74
・
１
％
に
達
し
て

い
る
な
ど
全
て
の
条
件
を
満
た
し
、
２
０

１
０
年
４
月
に
福
岡
県
知
事
か
ら
の
承
認

を
受
け
ま
し
た
。

　
「
地
域
医
療
セ
ミ
ナ
ー
」
は
、
医
師
同

士
の
「
顔
が
見
え
る
連
携
」「
活
発
な
意

見
が
交
わ
せ
る
連
携
」
を
目
指
し
て
開
催

し
、
筑
後
地
区
は
も
ち
ろ
ん
、
佐
賀
県
東

部
も
含
め
た
地
域
医
療
機
関
の
医
師
27
人

に
出
席
し
て
い
た
だ
き
、
医
療
法
人
天
神

会
と
新
古
賀
病
院
か
ら
は
22
人
の

医
師
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
新
古
賀
病
院

の
古
賀
久
士
・
循
環
器
内
科
部
長

が
地
域
の
医
療
機
関
か
ら
の
紹
介

で
右
冠
動
脈
の
狭
窄
を
カ
テ
ー
テ

ル
治
療
し
た
患
者
さ
ん
の
症
例
を
、

同
病
院
が
２
０
０
７
年
６
月
か
ら

全
国
で
初
め
て
導
入
し
た
64
列
Ｃ

Ｔ
と
心
筋
血
流
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
と
の

立
体
融
合
画
像
診
断
装
置
の
デ
ー

タ
な
ど
を
使
っ
て
報
告
。
副
院
長

の
吉
戒
勝
・
心
臓
血
管
外
科
部
長

が
「
高
齢
者
の
大
動
脈
弁
狭
窄
症

に
つ
い
て
〜
生
体
弁
と
機
械
弁
置

換
術
〜
」、
急
性
期
病
院
で
手
術
を

受
け
た
心
疾
患
の
患
者
さ
ん
を「
か

か
り
つ
け
医
」
に
戻
す
ま
で
の
回

復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を

行
っ
て
い
る
古
賀
病
院
21
の
平
松

義
博
院
長
が「
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
〜
地
域
連
携
の
要
と
し
て

〜
」
の
テ
ー
マ
で
話
し
た
あ
と
、

活
発
な
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
、
懇

親
会
も
開
催
し
ま
し
た
。

　
「
地
域
医
療
支
援
病
院
」の
新
古
賀
病
院
は
２
０
１
０
年
９
月
28
日
、
地
域
医

療
機
関
の
医
師
と
の
連
携
を
さ
ら
に
深
め
る
た
め
の
地
域
医
療
セ
ミ
ナ
ー
＝

写
真
＝
を
久
留
米
市
天
神
町
の
ハ
イ
ネ
ス
ホ
テ
ル
久
留
米
で
開
催
し
ま
し
た
。

地
域
医
療
�
�
�
�
�
開
催

「医師同士の顔が見える連携を」

「
地
域
医
療
支
援
病
院
」の
新
古
賀
病
院



新
古
賀
病
院
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お
香
で
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン

’11
年
6
月
9
日

ハ
ン
ド
ベ
ル
レ
ッ
ス
ン

在
宅
療
養
に
つ
い
て

　
〜
自
宅
で
看
取
ら
れ
た
ご
遺
族
の
お
話

これまでの開催と今後の開催予定

■ 日  時    第２木曜日   14：30～ 16：00 ■ 会  場    新古賀クリニック

１
周
年
記
念

　
　

オ
カ
リ
ナ
コ
ン
サ
ー
ト

言
葉
の
大
切
さ
〜
暗
示
の
力

ク
リ
ス
マ
ス
会

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

抗
が
ん
剤
治
療
っ
て
？

が
ん
を
克
服
し
た
詩
画
集
作
家

　

  

渡
邉
美
奈
子
さ
ん
の
紹
介

Ｐ
Ｅ
Ｔ
検
査
の
紹
介

医
療
用
麻
薬
っ
て
こ
わ
い
？

’10
年 

7
月
8
日

’10
年
8
月
19
日

’10
年
9
月
9
日

’10
年
10
月
14
日

’10
年
11
月
11
日

’10
年
1２
月
9
日

’11
年
2
月
10
日

’11
年
3
月
17
日

’11
年
4
月
14
日

’11
年
5
月
12
日

これまでの開催と今後の開催

渡邉美奈子さんの作品

　

１
９
９
７
年
の
新
古
賀

病
院
開
設
以
来
13
年
間
、

麻
酔
科
医
と
し
て
勤
務
し
て
お
り
ま
す
。

２
０
１
０
年
６
月
、
新
古
賀
病
院
副
院
長

兼
天
神
会
手
術
部
統
括
部
長
に
任
命
さ
れ

ま
し
た
。

　

天
神
会
で
は
新
古
賀
病
院
と
古
賀
病
院

21
を
合
わ
せ
て
、
年
間
約
２
０
０
０
例
余

り
の
手
術
件
数
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
う

ち
局
所
浸
潤
麻
酔
を
除
い
た
約
１
６
０
０

例
が
麻
酔
科
管
理
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

当
科
に
は
４
名
の
麻
酔
常
勤
医
が
配
属
さ

れ
、
そ
の
全
員
が
麻
酔
標
榜
医
と
日
本
麻

酔
科
学
会
認
定
医
以
上
の
資
格
を
有
し
、
安

全
第
一
を
心
が
け
て
日
々
の
麻
酔
業
務
を
担

当
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
の
内
視
鏡
手
術
に
代
表
さ
れ
る
低
侵

襲
手
術
や
種
々
の
装
置
の
開
発
な
ど
、
外
科

手
技
の
進
歩
に
は
目
覚
ま
し
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
と
同
時
に
手
術
中
の
麻

酔
管
理
や
、
術
中
だ
け
で
な
く
術
前
、
術
後

の
期
間
も
含
め
た
周
術
期
の
栄
養
管
理
・
感

染
対
策
、術
後
鎮
痛
、創
処
置
等
の
質
に
よ
っ

て
も
、
退
院
ま
で
の
短
期
的
な
予
後
だ
け

で
な
く
、
年
余
に
わ
た
る
長
期
の
予
後
ま

で
左
右
さ
れ
る
こ
と
が
解
明
さ
れ
つ
つ
あ

り
ま
す
。

　

天
神
会
で
は
、
す
で
に
様
々
な
サ
ポ
ー

ト
チ
ー
ム
が
活
動
中
で
す
。
各
チ
ー
ム
の

活
動
強
化
と
全
職
員
の
有
機
的
な
協
力
体

制
を
さ
ら
に
推
進
し
、
周
術
期
医
療
の
質

の
向
上
を
目
指
し
て
行
く
所
存
で
す
。
今

後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

周
術
期
医
療
の
質
向
上
を

副院長 

<麻酔科>

吉岡真実

　

新
古
賀
病
院
呼
吸
器

外
科
で
は
、
主
に
肺
が
ん

に
関
す
る
診
療
を
行
っ
て
お
り
、肺
が
ん

手
術
症
例
数
は
年
間
100
例
以
上
で
、福
岡

県
で
は
３
番
目
、九
州
で
は
５
番
目
の
実

績
と
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、
現
在
当
院

で
は
ほ
と
ん
ど
の
肺
が
ん
手
術
は
胸
腔

カ
メ
ラ
を
使
っ
て
、
約
７
cm
の
小
切
開
で

肺
切
除
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、肺
が
ん
は
我
が
国
に
お
け
る
死

因
の
第
１
位
で
、今
後
も
増
加
す
る
こ
と

が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。自
覚
症
状
に
よ

り
肺
が
ん
と
診
断
さ
れ
た
場
合
に
は
ほ

と
ん
ど
が
進
行
が
ん
で
治
癒
率
が
低
い

た
め
、
早
期
発
見
、
早
期
治
療
が
重
要
で

す
。住
民
検
診
、人
間
ド
ッ
ク（
Ｐ
Ｅ
Ｔ―

Ｃ
Ｔ
健
診
）や
、
偶
然
に
レ
ン
ト
ゲ
ン
検

査
な
ど
で
発
見
さ
れ
た
比
較
的
早
期
の

患
者
さ
ん
の
ほ
と
ん
ど
は
、
治
療
の
第
一

選
択
と
し
て
手
術
を
行
っ
て
お
り
、
進
行

肺
が
ん
で
も
、
患
者
さ
ん
の
状
態
を
考
慮

し
た
う
え
で
、
呼
吸
器
内
科
、
放
射
線
治
療

セ
ン
タ
ー
（
古
賀
病
院
21
）
と
連
携
し
て
抗

が
ん
剤
治
療
、
放
射
線
治
療
と
手
術
を
組

み
合
わ
せ
た
治
療
（
集
学
的
治
療
）
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。ま
た
、
脳
転
移
が
発
見
さ
れ

た
場
合
に
は
、
当
院
で
は
ガ
ン
マ
ナ
イ
フ

治
療
が
可
能
で
、
患
者
さ
ん
の
予
後
の
改

善
と
生
活
の
質
を
維
持
す
る
う
え
で
非
常

に
有
効
で
す
。

　

一
方
、
肺
が
ん
の
予
防
の
点

で
は
、
唯
一
「
禁
煙
が
有
効
で

あ
る
」
と
の
デ
ー
タ
が
数
多
く

報
告
さ
れ
て
お
り
、
新
古
賀
病

院
で
は
日
本
禁
煙
学
会
認
定

指
導
医
１
名
と
認
定
専
門
看

護
師
２
名
に
よ
る
保
険
適
応

の
「
禁
煙
外
来
」
を
開
設
し
て

お
り
ま
す
。

　

以
上
、
私
ど
も
は
今
後
も
患

者
さ
ん
に
よ
り
満
足
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
さ
ら
に
医
療
の

質
を
向
上
さ
せ
、ま
た
、地
域
の

診
療
所
、
病
院
等
の
先
生
方
と

緊
密
に
連
携
し
、
ご
要
望
に
お

応
え
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い

く
所
存
で
す
。

副院長 

<呼吸器外科>

林　明宏

年
100
例
超
す
肺
が
ん
手
術

新
古
賀
病
院
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が
ん
サ
ロ
ン
っ
て
？ 

が
ん
と
食
事
に
つ
い
て

お
家
で
簡
単
ス
ト
レ
ッ
チ

痛
み
の
上
手
な
伝
え
方

自
宅
で
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン

　

〜
ア
ロ
マ
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト

ホ
ス
ピ
ス
緩
和
ケ
ア
病
棟
っ
て
？

空
間
と
癒
し
に
つ
い
て

心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
お
話

日　

付

テ
ー
マ

’09
年
10
月
8
日

’09
年
11
月 

12
日

’10
年 

1
月 

14
日

’10
年 

2
月 

18
日

’10
年 

3
月 

16
日

’10
年
4
月
8
日

’10
年 

5
月 

13
日

’10
年 

6
月 

10
日

８階スカイラウンジ

予定

アロマオイルのハンドマッサージを習う患者さんら

　

新
古
賀
病
院
で
は
、
が
ん
患
者
さ
ん
や

そ
の
ご
家
族
同
士
が
交
流
す
る
「
が
ん
サ

ロ
ン
」を
開
設
し
、
毎
月
１
回
、
医
師
ら
医

療
ス
タ
ッ
フ
も
交
え
た
交
流
学
習
会
を

開
い
て
い
ま
す
が
、
２
０
１
０
年
10
月
14

日
、
開
設
１
周
年
を
記
念
し
た
オ
カ
リ

ナ
・
コ
ン
サ
ー
ト
＝
写
真
上
＝
を
新
古

賀
ク
リ
ニ
ッ
ク
８
階
の
ス
カ
イ
ラ
ウ
ン

ジ
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
「
が
ん
サ
ロ
ン
」は
、
２
０
０
５
年
に
島

根
県
・
益
子
赤
十
字
病
院
の
が
ん
患
者

さ
ん
が
立
ち
上
げ
て
以
来
、全
国
各
地
に

開
設
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
新
古
賀
病

院
で
は
福
岡
県
下
で
初
め
て
２
０
０
９

年
10
月
に
開
設
し
ま
し
た
。毎
月
の
交
流

学
習
会
で
は
、
が
ん
患
者
さ
ん
や
そ
の
ご

家
族
同
士
が
医
療
ス
タ
ッ
フ
ら
と
お
菓

子
を
食
べ
な
が
ら
、
治
療
体
験
や
が
ん
と

の
向
き
合
い
方
な
ど
を
話
し
合
っ
た
り
、

相
談
し
合
っ
て
い
ま
す
。「
痛

み
」や「
癒
し
」「
栄
養
」な
ど
を

テ
ー
マ
に
し
た
講
演
も
聴
い

て
、
療
養
・
介
護
生
活
上
の

様
々
な
不
安
や
悩
み
事
を
解

消
す
る
た
め
の
学
習
も

し
、
参
加
さ
れ
た
が
ん
患

者
さ
ん
や
ご
家
族
か
ら
は
「
が
ん
サ
ロ
ン
に

来
る
だ
け
で
癒
さ
れ
ま
す
」「
が
ん
に
一
人

で
立
ち
向
か
う
の
で
は
な
い
と
思
え
て
心

強
い
」と
喜
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

開
設
１
周
年
記
念
の
オ
カ
リ
ナ
・
コ
ン

サ
ー
ト
で
は
、
佐
賀
県
神
埼
市
在
住
の
オ

カ
リ
ナ
と
ギ
タ
ー
の
演
奏
グ
ル
ー
プ
「
Ｓ

ｈ
ａ
ｎ
ａ
」
を
お
招
き

し
て
、
素
晴
ら
し
い
演

奏
を
披
露
し
て
い
た

だ
き
、
お
返
し
に
、
が

ん
患
者
さ
ん
や
ご
家

族
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
ら

が
こ
の
日
の
た
め
に

練
習
し
て
き
た
ハ
ン

ド
ベ
ル
を
演
奏
し
て
、

楽
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
ま
し
た
。

新
古
賀
病
院

患者さんら支える交流

�
�
�
�
�
開
設
�
周
年

を
誤
る
事
も
有
り
得
ま
す
。そ
の

よ
う
な
事
が
な
い
よ
う
に
、こ
れ

か
ら
も「
聞
く
」に
加
え
、「
見
る･

診
る･

看
る
」
の 

三
つ
の
み
る 

を

忘
れ
ず
、診
療
に
あ
た
っ
て
い
こ

う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

心
臓
血
管
外
科
は
急
性
期
治

療
が
主
な
業
務
と
な
り
ま
す
が
、

患
者
さ
ん
の
将
来
の
健
康
を
念

頭
に
置
い
た
急
性
期
治
療
を
確

実
に
行
い
、慢
性
期
心
臓
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
含
め
、地
域
の

先
生
方
と
の
病
診
連
携
を
密
に

し
て
地
域
医
療
に
貢
献
で
き
れ

ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

２
０
０
９
年
６
月
に
新

古
賀
病
院
の
副
院
長
を
拝

命
し
、
２
０
１
０
年
４
月
か
ら
は
安
全
管

理
委
員
も
兼
任
し
て
い
ま
す
。心
臓
血
管

外
科
に
お
い
て
は
、
虚
血
性
心
疾
患
に
対

す
る
冠
状
動
脈
バ
イ
パ
ス
術
、
心
臓
弁
膜

症
に
対
す
る
弁
形
成
術
や
弁
置
換
術
、
胸

部
〜
腹
部
大
動
脈
手
術
、
慢
性
腎
不
全
患

者
さ
ん
の
シ
ャ
ン
ト
手
術
、
足
や
頚
部
の

末
梢
血
管
手
術
、
足
の
静
脈
瘤
手
術
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

近
年
の
医
療
機
器
の
進
歩
は
目
覚
ま
し

く
、
心
臓
血
管
系
に
関
し
て
言
え
ば
、
以
前

は
評
価
困
難
だ
っ
た
細
い
血
管
の
動
脈
硬

化
病
変
ま
で
診
断
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。し
か
し
、
診
断
機
器
、
治
療
機

器
な
ど
が
い
か
に
進
歩
し
よ
う
と
も
、
依
然

と
し
て
数
ミ
リ
以
下
の
血
管
を
縫
い
合
わ
せ

る
の
は
人
の
手
で
行
う
ア
ナ
ロ
グ
の
世
界
で

す
。患
者
さ
ん
に
接
し
て
話
を
聞
き
、
診
察
、

治
療
す
る
に
あ
た
っ
て
、
五
感
を
使
う
事
の

重
要
性
が
減
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

検
査
結
果
や
画
像
所
見
の
み
を
見
て
、判
断

副院長 
吉戒　勝
<心臓血管外科>

三   

つ   
の   
み   
る  

”

”

”

”
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古
賀
病
院
21

がん健診

肺
が
ん

スタンダードコース
通常  87,150円

PET 検査　CT 検査
エコー検査（肝･胆･腎･膀胱）

脳卒中検査
頭部MRI・MRA検査

通常  26,250円

頭部ＭＲＡで動脈の狭い部位や、クモ
膜下出血の原因となる脳動脈瘤を調
べます。

頭部ＭＲＩで、脳腫瘍や小さい脳梗塞
を調べます。上図は脳梗塞が繰り返し
起こった多発性脳梗塞の症例です。

特別料金　87,150円

  113,400円

スタンダードコース
＋

脳卒中検査

がんと脳卒中
を調べる

二大疾病健診

（スタンダードコース）
　古賀病院 21のPET画像診断センターは2010年12月から、
PETがん健診のスタンダードコースに、脳卒中検査（脳 MRI・
MRA検査）も合わせた「二大疾病健診」を 87,150円で行う冬

季キャンペーンを始めました。

　日本人の死因は「がん」が一位、「脳卒中」が三位となってい

ますが、どちらも早期に発見できれば早期治療が可能です。こ

の機会に、スタンダードコース料金で「脳卒中検査」もできる

「二大疾病健診」をお受けになってみてはいかがでしょうか。キャ

ンペーンは 2011年３月まで。毎月、先着順の100人限定です。

ＰＥＴがん健診＋脳卒中検査
12月から 87,150円で実施 期間限定

12月～3月

悪性新生物

（がん）

心疾患

脳血管疾患

　（脳卒中）

肺炎

0

50

100

150

200

250

19801970 1990 2000 2007

年次別死亡順位

資
料
：
平
成
19
年
人
口
動
態
統
計

古賀病院 21
　ＰＥＴ画像診断センター

0120-318-1880120-318-1880120-318-1880120-318-188
（受付時間  月～土  8:30～ 17:00）

〒８３９ - ０８０１

　久留米市宮ノ陣３-３-８

お申し込み・お問い合わせ

　

生
体
検
査
の
略
語
で
、鉗
子（
か
ん

し
）
や
針
を
用
い
て
数
ミ
リ
大
の
組

織
を
採
取
し
、
顕
微
鏡
で
観
察
し
診

断
す
る
こ
と
で
す
。胃
・
大
腸
な
ど

の
消
化
管
や
肺
気
管
支
で
は
、
内
視

鏡
検
査
を
行
う
際
に
鉗
子
を
用
い
て

組
織
の
一
部
を
採
取
し
ま
す
。ま
た
、

細
径
針
を
使
い
、皮
膚
か
ら
直
接
、針

を
刺
し
て
乳
腺
、
甲
状
腺
、
肺
臓
、
肝

臓
な
ど
の
病
変
と
思
わ
れ
る
組
織
の

一
部
を
採
取
す
る
こ
と
を
針
生
検
と

言
い
ま
す
。組
織
の
採
取
は
内
科
、外

科
な
ど
各
臓
器
専
門
の
臨
床
医
が
行

い
ま
す
が
、
病
理
組
織
診
断
は
日
本

病
理
学
会
で
認
定
さ
れ
た
病
理
診
断

科
の
専
門
病
理
医
が
行
い
ま
す
。

　
「
せ
ん
」は「
譫
」と
書
き
、「
と
り

と
め
な
く
し
ゃ
べ
る『
う
わ
言
』」の

こ
と
、「
妄
」は「
わ
れ
を
忘
れ
た
ふ

る
ま
い
」
の
こ
と
で
、「
譫
（
せ
ん
）

妄
」
と
は
「
話
す
言
葉
や
ふ
る
ま
い

が
一
時
的
に
意
味
不
明
に
な
る
な

ど
の
混
乱
が
見
ら
れ
る
状
態
」
の
こ

と
で
す
。「
せ
ん
妄
」は
病
気
の
名
称

で
は
な
く
、
一
時
的
な
状
態
を
表
す

言
葉
で
、
認
知
症
が
原
因
で
現
れ
る

こ
と
も
、
熱
や
薬
が
原
因
の
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

「
生
検
と
は
？
」

「
せ
ん
妄
と
は
？
」

医
療
・
介
護
Ｑ
&
Ａ

古
賀
病
院
21

7

古賀病院 21を視察した「オーポラ・ロシア」の代表団

トモセラピーの説明を聞く代表団

PET健診を受けるボリソフ会長

　

ボ
リ
ソ
フ
会
長
は
、
プ
ー
チ

ン
首
相
か
ら
の
信
頼
が
厚
く
、

ロ
シ
ア
政
府
の
中
小
企
業
発
展

委
員
会
副
議
長
で
も
あ
る
実
力

者
で
す
。
２
０
０
９
年
１
月
に

同
首
相
の
肝
い
り
で
組
織
さ
れ

た
「
オ
ー
ポ
ラ
・
ロ
シ
ア
」
の
初

代
会
長
に
就
任
、
ロ
シ
ア
国
内
企

業
の
活
性
化
を
目
指
し
て
精
力
的

な
活
動
を
続
け
て
お
り
、
今
回
は

横
浜
市
で
開
催
さ
れ
た
ア
ジ
ア
太

平
洋
経
済
協
力
会
議
（
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）

出
席
の
た
め
、
副
会
長
の
ウ
ラ
ジ

ス
ラ
ブ
・
コ
ロ
チ
キ
ン
氏
や
ロ
シ

ア
国
立
科
学
セ
ン
タ
ー
生
物
医
学

問
題
研
究
所
長
の
ア
レ
キ
サ
ン

ダ
ー
・
イ
ワ
ノ
フ
博
士
ら
と
と
も

に
来
日
し
ま
し
た
。

　

福
岡
県
下
に
は
、
日
本
・
ロ
シ
ア
連
邦

チ
ュ
バ
シ
共
和
国
友
好
協
会
（
本
部
・
福

岡
市
）
の
田
村
文
彦
会
長
の
要
請
で
訪
問

し
、
最
先
端
医
療
施
設
の
視
察
を
要
望
し

た
ボ
リ
ソ
フ
会
長
ら
に
、
古
賀
病
院
21
の

Ｐ
Ｅ
Ｔ
総
合
健
診
の
受
診
者
で
も
あ
る
田

村
会
長
か
ら
古
賀
病
院
21
を
紹
介
し
て
い

た
だ
き
、
視
察
が
実
現
し
ま
し
た
。

　

ボ
リ
ソ
フ
会
長
ら
一
行
は
、
平
松
義
博

院
長
か
ら
病
院
全
体
の
説
明
を
受
け
た
あ

と
、
が
ん
を
早
期
に
発
見
す
る
た
め
の
Ｐ

Ｅ
Ｔ
検
査
を
行
う
Ｐ
Ｅ
Ｔ
画
像
診
断
セ
ン

タ
ー
や
、
前
立
腺
が
ん
な
ど
を
切
ら
ず
に

治
す
最
先
端
の
強
度
変
調
放
射
線
治
療
機

「
ト
モ
セ
ラ
ピ
ー
」
を
導
入
し
た
放
射
線

治
療
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

Ｐ
Ｅ
Ｔ
画
像
診
断
セ
ン
タ
ー
は
、
北
部

九
州
の
民
間
病
院
で
は
最
も
早
く
２
０
０

３
年
５
月
か
ら
Ｐ
Ｅ
Ｔ
検
査
を
始
め
、
２

０
０
７
年
11
月
か
ら
は
全
国
に
先
駆
け
て

最
新
鋭
の
「
40
列
Ｐ
Ｅ
Ｔ―

Ｃ
Ｔ
」
を
導

入
し
た
施
設
で
、「
が
ん
の
早
期
発
見
」

に
強
い
関
心
を
寄
せ
た
ボ
リ
ソ
フ
会
長
と

沿
海
州
地
域
会
長
の
サ
ビ
ノ
フ
・
イ
ゴ
ル

氏
が
実
際
の
健
診
を
希
望
し
、
５
日
後
の

10
日
に
「
40
列
Ｐ
Ｅ
Ｔ―

Ｃ
Ｔ
」
だ
け
で

な
く
、
頭
部
Ｍ
Ｒ
Ｉ
・
Ｍ
Ｒ
Ａ
検
査
や
腫

瘍
マ
ー
カ
ー
検
査
も
含
め
た
Ｐ
Ｅ
Ｔ
総
合

健
診
を
受
診
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ボ
リ
ソ
フ
会
長
は
「
最
先
端
の
検
査
機

器
や
治
療
機
器
を
装
備
し
た
ホ
テ
ル
の
よ

う
な
病
院
で
、
強
い
印
象
に
残
っ
た
。
今

回
は
直
前
ま
で
来
日
を
予
定
し
て
い
た
ロ

シ
ア
連
邦
医
師
会
の
副
会
長
が
所
用
で
来

ら
れ
な
か
っ
た
が
、
将
来
の
医
療
交
流
を

目
指
し
、
次
の
機
会
に
は
医
師
会
関
係
者

の
訪
問
団
を
送
り
た
い
の
で
協
力
を
お
願

い
し
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

会
長
ら
Ｐ
Ｅ
Ｔ
健
診
も
受
診

ロシア最大の経済団体代表団が視察
古
賀
病
院
２1   

最
先
端
の
が
ん
検
査
・
治
療
に
注
目

　

ロ
シ
ア
国
内
の
約
50
万
社
が
加
盟
す
る
同
国
最
大
の
経
済
団
体

「
オ
ー
ポ
ラ
・
ロ
シ
ア
」
の
セ
ル
ゲ
イ
・
ボ
リ
ソ
フ
会
長
ら
代
表
団
11

人
が
、２
０
１
０
年
11
月
５
日
に
古
賀
病
院
21
を
視
察
し
、ボ
リ
ソ
フ

会
長
と
沿
海
州
地
域
会
長
の
サ
ビ
ノ
フ
・
イ
ゴ
ル
氏
に
は
５
日
後
の

10
日
、Ｐ
Ｅ
Ｔ
画
像
診
断
セ
ン
タ
ー
で
早
期
に
が
ん
を
発
見
す
る
た

め
の
Ｐ
Ｅ
Ｔ
総
合
健
診
も
受
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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新
古
賀
ク
リ
ニ
ッ
ク

漢　方

　

新
古
賀
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
、
健
康
管
理

セ
ン
タ
ー
の
女
性
フ
ロ
ア
２
階
で
婦
人
科

と
女
性
専
門
外
科
外
来
（
乳
腺
・
肛
門
）

の
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
２
０
１
０

年
７
月
か
ら
新
た

に
「
女
性
専
門
泌

尿
器
科
」
も
開
設

し
ま
し
た
。
西
井

久
枝
医
師
が
毎
週

金
曜
日
の
午
前
８

時
半
か
ら
11
時
半

ま
で
診
察
し
て
い

ま
す
。
ご
本
人
や
ご
家
族
の
尿
漏
れ
や
尿

の
回
数
の
多
さ
な
ど
で
お
悩
み
の
方
は
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
同
年
６
月
か
ら
は
、
腰
痛
や
肩

こ
り
、
冷
え
性
、
便
秘
、
更
年
期
障
害
な

ど
の
病
状
の
原
因
と
な
っ
て
い
る

ツ
ボ
を
見
つ
け
て
漢
方
薬
を
紹
介

す
る
「
漢
方
外
来
」（
担
当
医
・
福

岡
大
学
病
院
東
洋
医
学
外
来
の
久

保
田
正
樹
医
師
）
も
、
毎
週
金
曜

日
の
午
前
９
時
半
か
ら
午
後
１
時

半
ま
で
開
設
し
て
お
り
、
健
康
管

理
セ
ン
タ
ー
の
健
康
診
断
に
来
ら

れ
た
方
を
対
象
に
無
料
相
談
を
ご

案
内
し
て
い
ま
す
。

漢方外来も金曜日に実施

女
性
専
門
泌
尿
器
科
�
開
設

9月 4日に開かれた乳がん市民セミナー

　
「
Ｊ
・
Ｍ
・
Ｓ（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査
が

受
け
ら
れ
る
日
曜
日
）」
を
提
唱
し
た
Ｊ
・

Ｐ
Ｏ
Ｓ
Ｈ（
日
本
乳
が
ん
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン

運
動
）
の
呼
び
か
け
に
賛
同
し
、
福
岡
県

下
で
は
16
の
医
療
機
関
が
参
加
し
ま
し
た

が
、
当
院
に
来
院
さ
れ
た
28
人
の
内
訳
は
、

平
日
に
休
め
な
い
40
歳
代
の
会
社
員
が
最

も
多
く
、
今
回
初
め
て
乳
が
ん
検
診
を
受

け
た
方
が
13
人
も
占
め
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
半
数
の
14
人
の
方
に
は
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
検
査
と
視
触
診
に
加
え
、
超
音
波
検

査
も
受
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
日
曜
検
診
は
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
医
療
法
人
天
神
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

知
っ
た
」
と
い
う
方
が
最
も
多
く
８
人
も

占
め
、
当
院
を
選
ん
で
い
た
だ
い
た
理
由

と
し
て
は
「
西
鉄
久
留
米
駅
に
近
く
、
交

通
の
便
が
い
い
の
で
」「
女
性
専
用
外
来

だ
か
ら
」「
男
女
別
フ
ロ
ア
と
聞
い
て
」

な
ど
が
多
く
、「
す
べ
て
女
性
ス
タ
ッ
フ

な
の
で
安
心
し
て
受
け
や
す
か
っ
た
」「
ス

タ
ッ
フ
の
対
応
が
よ
く
、
先
生
の
説
明
も

分
か
り
や
す
か
っ
た
」「
日
曜
検
診

を
定
期
的
に
開
い
て
ほ
し
い
」
な
ど

の
ご
感
想
、
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

新
古
賀
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
乳
が
ん

検
診
を
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
で
実
施

す
る
と
と
も
に
、
女
性
の
医
師
や
ス

タ
ッ
フ
に
よ
る
「
乳
腺
・
肛
門
の
女

性
専
門
外
科
外
来
」
も
行
っ
て
お
り
、

医
療
法
人
天
神
会
で
は
毎
年
、
乳
が

ん
検
診
の
大
切
さ

や
治
療
に
対
す
る

理
解
を
深
め
て
い

た
だ
く
た
め
の
「
乳
が
ん
セ
ミ
ナ
ー
」
を

久
留
米
市
民
活
動
団
体
「
ぴ
ん
く
る
く
る

め
」
と
協
力
し
て
新
古
賀
病
院
５
階
の
記

念
講
堂
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
乳
が
ん
が
発
見
さ
れ
れ
ば
、
同

じ
医
療
法
人
天
神
会
の
新
古
賀
病
院
の
乳

　

新
古
賀
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
２
０
１
０
年
10
月
17
日
、
乳
が
ん
の
日
曜
日
検
診
を

実
施
し
ま
し
た
。当
初
予
想
を
上
回
る
28
人
も
の
方
が
来
院
さ
れ
、「
日
曜
日
な
の

で
仕
事
を
休
ま
な
い
で
検
査
で
き
ま
し
た
」な
ど
と
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

腺
外
科
と
の
グ
ル
ー
プ
連
携
で
迅
速
に
対

応
し
て
い
ま
す
。
ス
テ
ー
ジ
が
進
ん
だ
が

ん
で
あ
っ
て
も
、
新
古
賀
ク
リ
ニ
ッ
ク
の

化
学
療
法
室
や
古
賀
病
院
21
の
放
射
線
治

療
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
に
よ
る
化
学
療

法
・
手
術
・
放
射
線
治
療
を
組
み
合
わ
せ

た
集
学
的
乳
が
ん
治
療
に
よ
っ
て
、
乳
房

温
存
率
80
％
を
超
え
る
九
州
で
も
有
数
の

治
療
実
績
を
上
げ
て
い
ま
す
。

  

日
曜
の
乳
が
ん
検
診
に
28
人

「仕事休まないで検査できた」「仕事休まないで検査できた」

古
賀
病
院
21

9

心
身
を
和
ま
せ
る
和
温（
60
度
）の
均
等
加
温
サ
ウ
ナ
に
15
分
間
入
り
、30
分
間
、毛
布
で
安
静
に
保
温

「劇的に回復した」と喜ぶ古賀さん

　

和
温
療
法
は
、
鹿
児
島
大

学
の
鄭
忠
和
教
授
が
１
９

８
９
年
、
入
浴
前
後
の
血
行

動
態
の
変
化
を
観
察
し
、
安

静
保
温
の
重
要
性
を
発
見

し
て
慢
性
心
不
全
や
閉
塞

性
動
脈
硬
化
症
な
ど
の
治

療
の
た
め
に
開
発
し
た
療

法
で
す
。心
身
を
和
ま
せ
る

温
度
の
和
温
（
60
度
）
が
均

等
に
保
て
る
乾
式
サ
ウ
ナ

室
を
使
い
、
こ
の
サ
ウ
ナ
室

で
15
分
間
、
患
者
さ
ん
の
深

部
体
温
を
約
１
〜
２
度
上

　古賀病院 21では、2010 年８月20日から慢性
心不全や閉塞性動脈硬化症などの治療を 60 度
の均等加温サウナで行う和温療法を導入し、着実
な治療実績を上げています。

昇
さ
せ
た
あ
と
、
さ
ら
に
30

分
間
、
毛
布
に
く
る
ま
っ
て

安
静
に
保
温
し
て
和
温
効

果
を
持
続
さ
せ
、
最
後
に
発

汗
に
見
合
っ
た
水
分
を
補

給
す
る
治
療
を
毎
日
一
回

繰
り
返
し
ま
す
。

　

古
賀
病
院
21
で
は
導
入
後

４
か
月
間
で
延
べ
16
人
の
患

者
さ
ん
を
治
療
し
ま
し
た

が
、
慢
性
の
腎
不
全
に
心
不

全
も
併
発
し
て
い
る
う
き
は

市
流
川
の
古
賀
久
敏
さ
ん

（
61
）は
、２
週
間
の
入
院
和

温
療
法
で
、
心
臓
の
異
常
を
判
断
す

る
Ｂ
Ｎ
Ｐ（
ナ
ト
リ
ウ
ム
利
尿
ペ
プ

チ
ド
）
の
血
液
濃
度
が
半
減
し
た
う

え
、
心
不
全
の
負
担
に
よ
る
心
臓
拡

大
も
改
善
し
、「
人
工
透
析
で
も
抜
け

な
か
っ
た
体
内
の
水
分
が
抜
け
て
体

重
が
４
㌔
も
減
り
、
体
調
が
劇
的
に

回
復
し
た
」と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

和
温
療
法
は
、
全
身

の
血
管
を
拡
張
さ
せ

て
血
流
を
改
善
し
、
不

整
脈
の
減
少
や
自
律

神
経
の
異
常
是
正
、
抑

う
つ
状
態
や
不
眠
の

改
善
に
も
効
果
が
見

ら
れ
る
う
え
、
副
作
用

が
な
く
、
古
賀
さ
ん
の

よ
う
な
透
析
患
者
さ

ん
に
も
可
能
で
す
。

和
温
療
法
で
病
状
改
善

慢性心不全や閉塞性動脈硬化症など

　私たちの祖先は手を、数を数えるためだ
けでなく、長さを測り表すためにも使って来
ました。古事記には須佐之男命が八俣遠呂
知を退治する時など、様々な場面で「十拳（と
つか）剣」が登場します。この「十拳」の「つか」
は、握った拳の幅、正確に言えば親指を除
く四本指の握り幅のことです。「十拳剣」と
は「刀身が十つかみほどの長剣だった」と
解釈されています。「つか」は身の回りの比
較的小さな物を測り表す「身体尺」でした。
　この身体尺「つか」の手を握る動作から
生まれた動詞が「掴（つか）む」で、広河

女王の万葉歌「恋は今はあらじとわれは
思へるを　何処の恋そつかみかかれる（も
う恋なんてしないと決めていたのに　ふい
に現れた恋が私につかみかかってきた）」
にも使われています。「束の間」は、身体
尺「つか」の短い長さの単位を、時間の
短さに例えて生まれた慣用表現です。万
葉集には「夏野行く小鹿の角の束の間も
妹が心を忘れて思へや」（柿本人麻呂）な
ど、「束の間」を用いた三首が残っています。
「束の間」は、すでに万葉の時代から使わ
れていた化石のような慣用表現なのです。
　　　　　　　　　　　　　　　　（水）

……  からだ言葉のカルテ⑥  …… 
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田中久重についての学習成果を市民に発表する児童

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「
久
留
米
か
ら
く
り
振
興

会
」（
古
賀
伸
彦
理
事
長
）で
は
久
留
米
市

立
山
川
小
の
５
年
生
76
人
と
一
緒
に
２

０
１
０
年
11
月
30
日
、
久
留
米
市
城
南
町

の
久
留
米
市
役
所
く
る
み
ホ
ー
ル
で
、久

留
米
が
生
ん
だ
幕
末
・
明
治
期
の
天
才

発
明
家
・
田
中
久
重
を
よ
り
多
く
の
人

に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
市
民
向
け
発

表
会
「
か
ら
く
り
儀
右
衛
門
を
知
ろ
う
」

を
開
き
ま
し
た
。

　
「
久
留
米
か
ら
く
り
振
興
会
」は
、日
本

の
近
代
科
学
技
術
の
発
展
に
貢
献
し
て

「
か
ら
く
り
儀
右

衛
門
」「
東
洋
の

エ
ジ
ソ
ン
」と
呼

ば
れ
た
久
重
の

偉
業
を
顕
彰
し

継
承
す
る
た
め
、

２
０
０
７
年
９

月
に
設
立
さ
れ

た
特
定
非
営
利

活
動
法
人
で
す
。

毎
年
、久
重
の
作

品
を
集
め
た「
か

ら
く
り
人
形
展
」

や
久
重
の
創
造

力
・
向
上
心
を
次
世
代
の
子
供
た
ち
に

引
き
継
い
で
も
ら
う
た
め
の
「
こ
ど
も

工
作
展
」な
ど
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

発
表
会
で
は
、
山
川
小
の
５
年
生
76

人
が
同
振
興
会
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
習
う

な
ど
し
た
久
重
に
つ
い
て
の
学
習
の
成

果
を
次
々
に
発
表
し
、
市
民
約
１
０
０

人
が
「
第
二
の
久
重
が

育
っ
て
ほ
し
い
」
な
ど

の
願
い
を
込
め
て
頼
も

し
げ
に
聞
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。

�
か
ら
く
り
儀
右
衛
門
を
知
ろ
う
�

山川小76人が学習発表

新古賀病院
リハビリテーション部
技師長   小堀岳史

　

医
療
法
人
天
神
会
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部

は
今
年
で
創
設
15
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。地
域
の

皆
様
の
御
支
援
の
賜
物
と
深
く
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。ス
タ
ッ
フ
一
同
、
今
後
と
も
天
神
会
の
理
念
の

も
と
に
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
御
支
援
、
御

鞭
撻
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
施
設
の
機
能
に
合
わ
せ
、「
新

古
賀
病
院
」
で
は
急
性
期
医
療
に
お
け

る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、「
古
賀
病

院
21
」
で
は
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
を
中
心
と
し
た
総
合
的
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、「
新
古
賀

ク
リ
ニ
ッ
ク
」
で
は
維
持
期

を
中
心
と
し
た
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
し
て
い

ま
す
。

　

新
古
賀
病
院
の
急
性
期
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
病

気
は
治
っ
た
が
足
腰
が
立
た

な
い
、
自
宅
に
帰
っ
た
が
動
け
な
い
な

ど
の
状
態
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
、
疾

病
発
症
後
や
術
後
の
急
性
期
治
療
期

間
中
か
ら
安
全
か
つ
速
や
か
に
行
い
、

平
成
22
年
11
月
か
ら
は
曜
日
に
関
係

な
く
３
６
５
日
体
制
で
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

古
賀
病
院
21
の
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
で
は
、
疾
病
に
よ
り

生
じ
た
障
害
を
回
復
し
、
自
立
し
た
日

常
生
活
能
力
を
獲
得
す
る
た
め
の
訓
練
を
行
い
、

介
護
を
必
要
と
す
る
方
は
よ
り
介
護
量
を
少
な
く

す
る
こ
と
で
自
宅
や
社
会
へ
の
復
帰
を
目
指
し
て

い
ま
す
。古
賀
病
院
21
の
「
回
復
期
心
疾
患
リ
ハ
ビ

　第6号が出来上がりましたのでお届けします。この広報誌はイラストレーター
というソフトを使ってすべて手作りで編集していますが、今回はお借りした写

真にすばらしいアングルの写真が多く、写真中心の割り付け紙面になりました。 お問い合わせ
やご指摘、ご要望などがございましたら広報部（０９４２・３５・２８４３）までご連絡下さい。

編集後記

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」は
全
国
で
も
少
な
い「
入
院
型
」の

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
で
、患
者
さ
ん
の
心
臓
機
能

に
合
わ
せ
た
適
切
な
運
動
処
方
や
危
険
因
子
に
対

す
る
教
育
な
ど
も
取
り
入
れ
て
総
合
的
に
対
応
し

て
お
り
、外
来
で
の
運
動
療
法
も
可
能
で
す
。ま
た
、

心
不
全
や
閉
塞
性
動
脈
硬
化
症
の
患
者
さ
ん
に
60

度
の
乾
式
サ
ウ
ナ
を
用
い
る
和
温
療
法
も
取
り
入

れ
、透
析
実
施
中
の
運
動
療
法
に
も
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。

　

新
古
賀
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
通
所
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
や
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
わ
か
く
さ
、メ
デ
ィ
カ
ル
フ
ィ
ッ

ト
ネ
ス
Ｋ
Ｏ
Ｇ
Ａ
と
連
携
し
た
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、外
来
透
析
部
門
に
お
け

る
運
動
療
法
を
実
施
し
て
い
ま
す
。特
に

高
齢
心
不
全
の
方
に
対
す
る
訪
問
心
疾

患
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
再
発
・
再

入
院
の
予
防
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

す
べ
て
の
施
設
に
お
い
て
「
包
括
的

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
」
を
特
徴
と
し
、「
呼
吸
器
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
」「
心
疾
患
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」「
脳
卒
中
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」を
中
心
に
、
多
職
種
に
よ
る

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
生
か
し
、
地
域
連
携
を
重
視
し

た
継
ぎ
目
の
な
い
、
患
者
さ
ん
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ（
生
活
の

質
）
向
上
に
貢
献
で
き
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

の
提
供
を
目
指
し
て
努
力
し
て
い
ま
す
。

リハビリテーション部開設15周年

施設機能に合わせたリハビリ提供
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慢
性
呼
吸
不
全
な
ど
で
在
宅
酸
素

療
法
を
し
て
い
る
患
者
さ
ん
は
全
国

に
14
万
８
千
人
い
ま
す
が
、
日
本
呼

吸
器
学
会
の
調
査
に
よ
る
と
、
携
帯

用
酸
素
ボ
ン
ベ
が
重
た
い
う
え
、
人

目
が
気
に
な
り
、
酸
素
が
足
り
な
く

な
る
こ
と
へ
の
不
安
も
あ
っ
て
通
院

以
外
に
外
出
し
な
い
人
が
多
い
の
が
実
情

で
す
。

　
「
青
空
会
」
は
こ
う
し
た
患
者
さ
ん
の

Ｑ
Ｏ
Ｌ（
生
活
の
質
）
向
上
や
ご
家
族
も

含
め
た
親
睦
、
情
報
交
換
、
学
習
の
場
づ

く
り
を
目
的
に
、「
青
空
の
も
と
に
笑
顔

で
集
う
会
に
し
た
い
」
と
考
え
、
２
０
０

８
年
10
月
に
新
古
賀
病
院
で
設
立
総
会
を

兼
ね
た
講
演
会
を
開
き
ま
し
た
が
、
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
で
昨
年
は
活

動
を
自
粛
し
て
い
ま
し
た
。

　

バ
ス
ハ
イ
ク
に
は
久
留
米
市
御
井
町

の
阿
世
賀
政
男
さ
ん
（
87
歳
）
ら
患
者

さ
ん
７
人
と
阿
世
賀
さ
ん
の
妻
、
皐
さ

ん
ら
家
族
２
人
が
参
加
。
新
古
賀
病
院

呼
吸
器
内
科
の
肥
山
淳
一
郎
部
長
（
副

院
長
）
や
日
高
大
医
長
を
は
じ
め
、
看

護
師
や
臨
床
工
学
技
士
、
理
学
療
法
士

ら
ス
タ
ッ
フ
15
人
が
、
携
帯
用

酸
素
ボ
ン
ベ
や
薬
剤
、
挿
管

セ
ッ
ト
な
ど
持
っ
て
同
行
し
ま

し
た
。
柳
川
に
到
着
後
、
リ
ハ
ビ
リ
体

操
で
体
調
を
整
え
た
あ
と
、
御
花
で
は

柳
川
名
物
の
せ
い
ろ
蒸
し
に
舌
鼓
を
打

ち
、
二
班
に
分
か
れ
て
川
下
り
を
楽
し

み
ま
し
た
が
、
阿
世
賀
さ
ん
ご
夫
婦
は

「
お
医
者
さ
ん
や
看
護
師
さ
ん
ら
ス

タ
ッ
フ
の
方
々
に
同
行
し
て
い
た
だ

き
、
安
心
し
て
参
加
で
き
、
川
下
り
ま

で
楽
し
ま
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
次
の
機
会
に
も
ぜ
ひ
夫
婦
で

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　新古賀病院と古賀病院 21の管理で在宅酸素療法をして
いる患者さんやご家族で結成した交流会「青空会」は
2010 年 11 月６日、柳川までの初めてのバスハイクを行い、
日頃は通院以外に外出することが少ない患者さんやご家族
が医師や看護師らと一緒に川下りなどを楽しみました。

先頭と３番目が青空会の川下り舟（先頭最前列が阿世賀さんご夫婦）

柳川に到着後、リハビリ体操で体調を整える参加者

医
師
ら
と
安
心
し
て
川
下
り
な
ど
満
喫

医
師
ら
と
安
心
し
て
川
下
り
な
ど
満
喫

在宅酸素患者会の「青空会」 

柳川まで初の日帰りバスハイク 柳川まで初の日帰りバスハイク 


